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         Staghorn Calculus Associated with Leukoplakia 

           of the Renal Pelvis in a Scoliotic  Patient 

                          —Report of a Case— 

                Kunihiko HAMADA and Yasutami TANABE 
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 (Director  : Prof. T. Kato, M. D.) 

   This is to report an interesting case of staghorn calculus in a scoliotic patient who 

had also hypertension of renal origin as being cured by nephrectomy. Operation met some 

difficulties because of scoliosis and displacement of the affected kidney. Pathohistological 

study of the removed kidney showed the picture of pyelonephritis and incidental presence 

of leukoplakia of the renal pelvis. 

   Our experiences in 13 cases of staghorn calculus during the time of past 10 years 

were discussed being compared with that of those who previously published their statisti-

cal investigation on staghorn calculus.

!.緒 言

腎結石 に於 て,そ の形態 の特 異 な 点 か ら,

Eeroy'd'Etionellesに 依 つ て名付 け られ 泌珊

瑚 状腎結 石につい では,本 邦 に於 て,未 だその

報告例』は少 な く,最 近,察 等は三井 以後 の統 計

的観察 どして56例 に就 い て報告 してお り,三 井

の33例 を加 えて も,そ の報告例は100例 に みた

ない 。

最 近吾 々は脊椎側轡患者 に発 生 し,更 に腎孟

白板症 を伴 つた興 味あ る珊瑚状腎結石の1例 を

経 験 したの で これ を報告 し,併 せて本邦文献上

の統計 と比較 しつ つ,吾 が教室 の症 例に対す る

簡単 な統 計的観察 を試 みた.

2.症 例

横山某,57才,男 子.写 真業,初 診昭和34年9月31日.

主訴,右 腰部の鈍痛,及 び尿混濁.

既往歴,6才 時,小 児痂痺に罹患,爾 来,右 下肢の

変形及び運動麻痺,更 に脊椎側蛮を遺す.数 年来,不

整脈及び高血圧あ り

現病歴,昭 和33年7月 来,上 記主訴あ り.

現症,体 格栄養中等,痩 躯,明 らかな胸腰椎部左凸

側弩及び右下肢運動癩痺,股 及び膝関節部に於て,く

の字型の変形あり,歩 行時松葉杖を使用.腹 部 は 平

滑,右 側腎は2横 指触知し圧痛あ り.左 側触れず 尿

管,膀 胱その他異常なし.右 肋骨弓と右骨盤とは殆ん

ど触れ合うばか りに側腹部変形あ り.

尿は酸性,黄 褐色混濁,蛋 白(軒),沈 渣,白 血球

(辮)赤 血球(粁),上 皮(+),大 腸菌(帯)

膀胱鏡所見,容量250cc,粘 膜中等度充血,左右尿管

口特に異常なく,インジゴ青排泄は左側初発2分35秒 ,

濃青6分20秒.右 側初発6分45秒,濃 青9分35秒.尿

管カテーテリスムに於て,左 側所見なく,右 側 尿管
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尿,混 濁強く,膿 球(冊),軽 度酸性,赤 血球(升),

大腸菌(什)

レ線所見,単 純及び逆行性腎孟撮影 に 於 て,右 腎

孟,腎 杯に亘る著しい樹枝状の結石陰影を認む.又 右

腎は高位で,胸 腰椎側湾著しく,肋 骨弓と右腸骨 とは

殆んど間隔はない.

腎機能検査,P.S.P試 験は,初 発3分,1時 間値45

%,2時 間値7%,計52%,水 試験で濃縮力低下あり,

腎 クリァランス,GFR84.9cc/min,RPF245cc/min,

RBF462.2cc/min,FFO。34.

血液所見,著 変なし.血 沈44,65,血 圧190～110,

心 電図上期外収縮あ り.血 清理化学検査でA/GO.47,

N.P.N36,そ の他箸変なし.

乎術所見,以 上により,暫 時,降 圧及び化学療法の

後,手 術を行った.

上述の如 く,脊 椎側沓と患腎高位の為め,手 術は終

始困難を極めた.即 ち,Bergmann-lsrae1斜 切 開法

に依り,型 の如く,開 創したが,上 下に皮膚創を充分

拡大し,更 に,一 部肋骨切除の止むなきに至 り,腎 高

位の他,周 囲との癒着はなはだしく,腎 は殆ど肝後面

に当る位置であつた.苦 労の末,よ うや くにして,腎

易ljを終了した.

摘出腎の所見,重 量112gr,大 きさ10.5×7×4.5

cm,表 直 は汚稼 暗赤色,割 面は,腎 実質著明に萎

縮,稀 薄とな り,壊 死巣,充 血,脂 肪置換,膿 瘍形成

あ り.結 石は19.5gr,及 び6,5grの 樹枝状結石 の

他,総 計55の 小結石が実質全般に互つて存在した.

病理組織所見,特 に腎実質の変化が著 しく尿細管の

一部に細菌性円柱が多数みられ ,上 皮及び 周 囲 は壊

死,膀 胱変性を認め,化 膿性融解が著明である.細 動

脈は部分的に硬化像強 く,糸 状体の破壊もみられる.

いわゆる慢性腎孟腎炎の像を示していた.又 腎孟で肉

眼的に一見強い変化が認められぬ部分の採取標本で,

あたかも表皮がまぎれこんだかと思われる様な明らか

な腎孟白板の像を呈するものがみられた.

猶,結 石成分は燐酸塩であつた.又 術前,頑 固に続

いていた高血圧は,術 後ほぼ90～130に 落 ち着き,又

期外収縮も完全に消失 した,

3.考 按

本症例は,脊 椎側轡に発生 し,高 血圧等を伴

い,手 術はその脊椎変形や腎位置異常及び癒着

強度の為,困 難を極めたが,腎 捌後,高 血圧が

消失 し,病 理学的に腎孟腎炎 と腎孟白板症を伴

つていた興味ある1例 であるが,珊 瑚状腎結石

について,種 々の問題点に分けて,わ が教室に

於 け る13例 の珊瑚状腎 結石 を,先 人 の統 計 と比

較 し乍 ら,考 察 を加え てみる.

1)発 病 迄 の期 間及 び主訴

珊 瑚状 腎結石 は,一 般に腎孟,腎 杯 に陥入 し

て移 動性が少 ない為,腎 結 石特有の腎痂痛 がみ

られ ず,そ の為,発 病迄 の経過 が永 く,そ れが

結 石増大の一 因 ともなつ てい ると考 え ら れ る

が,票 等は,5年 迄 の ものが,23.196で 最 も多

く,次 で,10年 以 上 が,19.4%,1年 以 内が

10.7%「 と云つ てい る.又 三 井は1～5年 が21.2

%,1年 以 内が36.4%で,や は り5年 以内が高

率 を示 してい る.吾 が教室 に於け る本症 例 を含

めた13例(最 近10年 間)に 於 ては,10年 以 上2

例,1～5年5例,1年 以 内6例 で,同 様に5

年 以内が圧倒的 で あるが,こ れは,察 等 も述べ

てい る如 く,初 発症状が 出現 した時 には既 に結

石が,大 分成長 して腎実質及 び通過障 碍を起 し

た時で ある と考 え て肯 け る.

主 訴につ いては,前 述 の如 く,疹 痛 以外の症

状が最 も高率 で,辻 等は蒐 集本 邦例112例 中 尿

混濁 が62例 で最 も多 く,次 で,腎 部疹痛,血 尿,

小 結石排 出その他 と云 う.そ の他の人 々の場合

もほぼ同様 である.吾 が教室例 で も膿尿及 び血

尿 は殆ん ど全例 にみ られ るが,疹 痛 の ない もの

3例,又 あつ ても腰部 鈍痛 で,疵 痛 のみ られた

ものは1例 の みであ る.

2)性 及 び年令

辻 等は112例 中,30～40才 代,50例,50才 以

上45例,20才 以 上17例 で 比較 的年 長者 にみ ら

れ,察 等 は20才 以 下には見 当 らず,40～50才 代

41%で 同 じ く最高 で,51～60才 代23.1%が これ

に続 いている.性 別では,辻 等 は男女比1 。8:

1,察 等 は男子が67.9%,女 子32 .1%,又 三 井

は51.5%対48.5%で い ずれ も男子に多 く.此 の

点 は一 般腎結石の割合 とほ ぼ同様で ある .

吾 が教 室例では,男 子10例 に 比 し女子 はわず

か3例 に過 ぎない.又 年令 に就 ては ,21～50才

代7例,51～60才 代5例,20才 以 下は1例 のみ

でやは り,年 長者に多 い .

3)患 側

稲 田は腎結石412例 に 於て,右 側188例
,左 側

186例 ・両側47例 で左右 差はな い としてい るが
,
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珊瑚状腎結石 につい ても此 の点 は同様 で,三 井

は左右各 々,42.4%,45.5%で,又 小 嶋は46。6

%対42.2%,今 北 等は90例 の 蒐集本邦例 中左34

例,右37例,両 側19例 と云 う.吾 が 教室例 で

も,左 右 各4例 で,両 側5例 でやや多 い.

4)結 石 成分及 び重量

現 在迄に本邦報告例 の最大 の ものは,増 田等

に よる255gr,10.5×6.0×5.Ocmで,こ れに

次 で従来最 大 と云われ ていた小嶋 の217grが

大 きいが,今 北等 は100gr以 上 の もの は,わ

ずか数例 で,大 部分 は50gr以 下 と云 う.結 石

成 分につい ては,三 井,小 嶋及 び察 等に よれば

過半 数が不明で はあるが,い ずれに於 て も燐 酸

塩石 が圧 倒的 に多 く.こ れに蔭 酸塩,炭 酸塩,

尿 酸塩が これに続 く.吾 が教室例 では,や は り

同様 に,燐 酸塩5例 で最 も多 く,次 で蔭酸塩3,

炭 酸 塩3,尿 酸 塩2,不 明4例 で,猶 ほ一症 例

に2種 以上 の成分を含む ものが数例 あつた.重

量で は,25grが 最 大で,次 いで,本 症例 の19,

5grが これ に続 き,10～20gr4ケ,2～10gr

8ケ,そ の他 であつた.

6)全 尿 路結石 中の割合

辻 等 は全尿 路結 石症 の5%,又 腎 結石 中の23

%に サ ンゴ結 石が含れ てい る と云 う.吾 が教室

例に於 て,最 近9年 間(昭 和23年 ～31年 迄)の

全尿 路結石232例 中,腎 結石59例 で,サ ン ゴ結

石 は,そ の内6例 で,そ の割合 は,全 尿 路結石

症 中の3%腎 結石中の10%を 示 している.

7)治 療 及び転帰

治療 については従 来,腎 捌 出術が主 として行

れ て来 た.即 ち三 井に よれば,33例 中20例 に腎

捌が行れ,腎 切石 術はわずかに3例 で ある.最

近の票等 の報告 では,56例 中,腎 別40例 で 腎切

石術 は,わ ず か5例 で,本 邦文献上,約20年

間,さ ほ ど変化 していない.吾 が教 室例では,

腎 別8例,腎 切石術3例(両 側 性の もの2例 を

含 む)不 能,不 行3例 である.し か し最 近で

は,楠,辻,岡 元等の多 くが腎切 石術が難でな

い ことを唱 えてい る所 か らも,腎 保 存的結石除

去法 をサ ンゴ状腎 結石に於 ても,可 能な限 り施

行す る ことが望 ましい.勿 論,腎 実 質の障碍が

高度 で,そ の機能が非常 に侵 されて い る 場 合
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は,腎 捌出術を施行するに決 して,や ぶさかで

あつてはならないことも大方の一致する所であ

る.

その転帰については,先 人のいずれの統計に

於ても全体の半数以上が全治 して居 り,こ れは

上記の腎別及び腎切石術施行例の殆どが全治 し

予後の良い ことを示 して居 り,吾 が教室症例に

於ても,腎 易ll出術例に於ては全例全 治 して い

る.

8)そ の他

その発生誘因については,従 来から種々の点

が云われている.例 えば辻等は,遺 伝,代 謝異

常,過 石灰尿,尿 路の局所病変(炎 症,血 流障

碍)石 灰沈着,尿 路通過障碍による尿停滞,尿

感染,尿 のPH,内 分泌異常,自 律神経 失 調

等,数 限 りない いずれにしても,多 彩 な因子

が互いに贋聯 し合つていることが,考 え られ

る.吾 が教室例に於て,職 業的には有意の差が

み られなかつたが,そ の地域分布に於 て,瀬 戸

内沿岸が圧倒的に多 く(9例),山 間部(3例)

は少なかつたが,こ れには 種 々理 由があろう

が,気 候,食 物,風 習その他の因子が考え られ

よう.

本症例に於ては,既 往歴に於ける小児まひに

よる脊椎側弩及び下肢運動麻痺による圧迫,血

流障碍,尿 うつ滞等が,そ の因子の一端を担つ

ていることは想 像 される.又 腎 孟 腎 炎が存在

し,腎 別出により長年の高血圧が除かれた点か

ら息腎の局所の炎症 も大なる因子 と思われる.

最後に本症例に於ては,病 理組織検査で偶 々腎

孟白板症の存在が認められた.肉眼的には,腎孟

に明 らかな変化はみ られなかつたにも拘 らず,

このような腎孟白板像の認められたことは,珊

瑚結石に限 らず,腎 結石に於て案外に白板症の

存在することが考え られ,当 教室では西山にょ

ると60例の腎結石で3例 に認められている.本

症については,楠 によると,世 界文献は昭和27

年迄に96例,本 邦では7例 となつている.加 藤

等によると,50例 の腎結石症で2例 を証明し,

本邦では正確には20例 に近い報告例があると記

載 している.又,部 位的には腎孟は膀胱に比 し

て少な く,正 木は,膀 胱 と腎孟では,そ の発生
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は2:1と 云 う.腎 孟 白板症は,一 般に結石 を

合併せ るものが多 く,両 者の関係は 濃 厚 で あ

り,Virchow以 来 の刺戟 に よる粘 膜 化 生 説

は,白 板症 の発生 の因 として有 力 で あ る.・又

Mticharinsky,楠 等 は,癌 腫発生に於 て結石

の存在 を有力 な因子 と してあげ ている.

4.結

(1)脊 椎側奪患者に発生 した珊瑚状腎結石の

興味ある1例 について報告 した.

本症例は,、高血圧症を伴つていたが,腎 別出

後,完 全に消失 した.な お,手 術は,脊 椎変形

と腎の位置異常等の為,困 難を極めた.又,組

織学的に腎孟腎炎の像を示 し,偶 然腎孟白板症

の存在せることを認めた.

(2)吾 が教室,最 近10年 間の珊瑚状腎結石13

例について,先 人の文献に於ける統計と比較 し

乍 ら,種 々の点について,い ささかの考察を加

えた.

(搦筆するに当 り,御 指導御校閲を賜った恩師加藤教

授に深謝致します.)
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